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元気な高齢者に潜む心筋Ⅲ更塞リスク

車普及や食の欧米化で増加

日旨質異常症

メタボ合併高血圧を防ぐには'

。問食を減らす

食事のバランス ●3度の食事を
しっかりとる

適度な運動
●歩いて買い物に行く

●ひと駅分歩く

こんなに多い1食の塩分

廻)1食に含まれる塩分

世界で類を見ないスピードで日本の高

齢化は進んでいる。元気な高齢者が増え

る一方で、元気であるがゆえにメタボリ

ックシンドローム (内臓脂防症候群)に
由来する高血圧発症リスクが高まってい

ることはあまり知られていない。放置す

ると心筋梗塞などを発症し死に直結する

危険が高まる。高血圧と動脈硬化の関係

に詳しい鹿児島大学大学院の大石充教授

にそのメカニズムや予防法を聞いた。

(山本刀佳人 )

メタボリック
シンドローム

鹿児島大学大学院

大石 充 教授

高血圧

現
在

、
問
題

と
な

っ
て

い
る

メ

タ
ボ

合
壁

局
血

圧
は
地
域

別

に
特

徴

が
出
始
め

て
い
る
。
大
石
教
授

は
ま
ず
沖

縄

県
を
挙

げ
、

「
米

軍

駐
留
な

ど

の
影
響

で
い
ち
早

く
米

国
型

の

フ

ァ
ス
ト

フ
ー
ド
が
普

及

鞠
鞘
帥
釣
韓
勢
攀
勢
韓
鞘
警
鬱
韓
鬱
鬱
鬱
鬱
鬱
鬱
鬱
む
鬱
鬱
鬱
ヽ

高
血
圧

地
域
別
の
特
性

糖尿病

〈お
お
い
し
。
み
つ
る
〉
平
成
２
年
、
大
阪
大
学
医
学
部
卒
業
。
桜
橋
渡

辺
病
院
循
環
器
肉
科
、
豪
州
ハ
ワ
ー
ド
・
フ
ロ
ー
リ
ー
研
究
所
留
学
、
大
阪

大
学
医
学
部
付
属
病
院
老
年
・
高
血
圧
内
科
病
院
教
授
を
経
て
、
２５
年
２
月

か
ら
鹿
児
島
大
学
大
学
院
循
環
器
・
呼
吸
器
，
代
謝
内
科
学
教
授
。
日
本
高

血
圧
学
会
評
議
員
。
専
門
は
動
脈
硬
化
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
高
血
圧
に
よ

る
臓
器
障
害
の
研
究
。

「私
の
と
こ
ろ
に
来
る
高
血

圧
患
者
の
高
齢
者
の
中
で
太
っ

て
い
る
人
の
割
合
が
も
の
す
ご

く
増
え
た
」
と
大
石
教
授
は
最

近
の
変
化
に
驚
く
。
こ
れ
は
こ

の
１０
年
の
傾
向
で
あ
り
、
そ
の

結
果
、
多
く
の
高
齢
者
の
高
血

圧
は
メ
タ
ボ
に
由
来
す
る
メ
タ

ボ
合
併
高
血
圧
に
シ
フ
ト
し
て

い
る
。

し
、
顕
著
に
増
え
て
い
る
」
と
指

摘
す
る
。

沖
縄
県
で
は
塩
分
、
糖
分
、
脂

質
が
多
い
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
を
子

供
の
こ
ろ
か
ら
食
べ
続
け
た
い
ま

の
５０
代
以
降
の
人
が
心
疾
患
に
な

る
比
率
が
増
え
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
る
。
実
際
、
同
県
は
２
月
下
旬

に
発
表
さ
れ
た
都
道
府
県
別
の
平

均
寿
命
の
最
新
デ
ー
タ
で
、
女
性

は
７
回
連
続
で
維
持
し
て
き
た
■

位
を
明
け
渡
し
３
位
と
な
り
、
男

性
は
前
回
の
２５
位
か
ら
３０
位
に
下

が
っ
た
。

次
に

「車
の
普
及
で
通
勤
・
通

学
で
歩
か
な
く
な
っ
て
い
る
地
方

に
、
沖
縄
の
よ
う
な
メ
タ
ボ
合
併

高
血
圧
が
増
加
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
い
う
。
大
石
教
授
が メ

タ
ボ
合
併
高
血
圧
が
増
加

し
て
い
る
背
景
は

「か
つ
て
は

年
齢
に
応
じ
食
欲
も
減
退
す
る

人
が
多
か
っ
た
。
だ
が
、
元
気

な
今
の
高
齢
者
は
食
欲
が
落
ち

な
い
。
食
の
欧
米
化
が
進
み
、

肉
を
中
心
と
し
た
高
カ
ロ
リ
ー

で
脂
質
の
多
い
メ
ニ
ュ
ー
を
取

る
機
会
が
増
え
る
中
、
若
者
と

同
じ
よ
う
な
量
の
食
事
を
し
て

♪

い
て
は
、
体
肉
に
脂
肪
を
た
め

込
ん
で
し
ま
う
」
の
が
原
因
と

い
う
。

メ
タ
ボ
合
併
高
血
圧
に
な
る

メ
カ

ニ
ズ
ム
は
種
々
の
研
究
に

よ

っ
て
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て

い
る
。

「
メ
タ
ボ
に
な

っ
て
内

臓
脂
肪
を
過
度
に
蓄
積
す
る

と
、
心
身
を
活
動
状
態
に
す
る

た
め
に
緊
張

・
興
奮
さ
せ
る
交

感
神
経
の
倒
き
が
強
く
な
り
、

血
圧
が
上
昇
す
る
。
さ
ら
に
塩

分
を
体
に
蓄
積
し
や
す
い
状
態

に
な
り
、
よ
り
血
圧
が
上
昇
し

や
す
い
状
況
に
陥
る
」

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
は
、
高
血

圧
の
ほ
か
脂
質
異
常
症
、
糖
尿

病
の
要
因
に
も
な
る
。

量
と
質
で
高
血
圧
予
防

メ
タ
ボ
の
場
合
、

「血
管
の

中
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
が

多
く
、
傷
つ
い
た
血
管
内
皮
か

ら
血
管
内
に
入
り
込
む
」
と
し

た
う
え
で
、

「そ
れ
が
動
脈
硬

化
の
原
因
と
な
る
さ
け
で
な

く
、
動
脈
を
詰
ま
ら
せ
る
プ
ラ

ー
ク

（脂
質
の
塊
に
よ
る
血
管

肉
の
膨
ら
み
）
も
多
く
生
じ
さ

せ
、
心
筋
梗
塞
の
危
険
が
高
ま

る
」
と
大
石
教
授
は
解
説
す

る
。心
疾
患

（心
筋
梗
塞
を
合

む
）
に
よ
る
死
亡
が
日
本
人
の

死
因
第
２
位

（一半
成
２３
年
厚
生

労
働
省
人
口
動
態
統
計
）
に
ラ

ン
ク
さ
れ
る
の
は
、
メ
タ
ボ
と

い
う
現
代
的
な
危
険
因
子
が
関

係
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な

こ
う
し
た
現
代
特
有
の
高
血

圧
を
予
防
す
る
に
は

「量
と
質

の
両
面
か
ら
注
意
す
る
こ
と
が

大
切
」
と
い
う
。

「量
」
と
は

カ
ロ
リ
ー
摂
取
を
減
ら
す
こ
と

で
、
メ
タ
ボ
の
人
の
多
く
に
共

通
す
る
間
食
と
飲
酒
に
つ
い
て

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
と
な

っ
て
く
る
。

「太
っ
て
い
る
人

に
聞
く
と
、
そ
の
原
因
は
間
食

に
行
き
着
く
。
間
食
を
減
ら
す

た
め
に
は
３
度
の
食
事
は
少
し

だ
け
食
べ
過
ぎ
で
も
い
い
。
ビ

ー
ル
を
飲
む
な
ら
、
な
る
べ
く

糖
質
オ
フ
の
も
の
を
」
と
大
石

教
授
は
助
言
す
る
。

「質
」
は
筋
肉
の
質
の
こ
と

を
い
う
。
運
動
に
よ
っ
て
筋
肉

の
質
が
よ
く
な
る
と
、
脂
肪
が

燃
え
や
す
く
な
り
同
じ
体
重
で

も
消
費
す
る
カ
ロ
リ
ー
が
増
え

る
と
い
う
。
高
齢
者
が
運
動
量

を
増
や
す
に
は

「買
い
物
は
ま

と
め
買
い
せ
ず
、
毎
日
歩
い
て

買
い
物
に
行
く
だ
け
で
も
効
果

が
あ
る
」
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
推
奨

膝
や
腰
に
痛
み
が
あ
る
な
ど

で
運
動
が
で
き
な
い
高
齢
者
も

少
な
く
な
い
。な
か
な
か
血
圧

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
人

に
は
薬
物
治
療
を
行
う
方
法
も

あ
る
。メ
タ
ボ
合
併
高
血
圧
の

治
療
に
は
Ａ
Ｒ
Ｂ
（
きアシ
ジ
オ

テ
ン
シ
ン
Ⅱ
受
容
体
措
抗
薬
）

と
い
う
降
圧
剤
が
多
く
用
い
ら

れ
て
い
る
。
Ａ
Ｒ
Ｂ
は
日
本
高

血
圧
淫女
蚕
の
高
血
圧
治
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（Ｊ
Ｓ
Ｈ
２
０
０
９
）

で
積
極
的
に
使
用
す
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｒ
Ｂ
は
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ

ン
Ⅱ
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
働
き

を
阻
止
す
る
の
が
特
徴
。

「ア

ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
は
高
血

圧
、
動
脈
硬
化
、
心
筋
梗
塞
、

心
不
全
の
す
べ
て
の
段
階
で
悪

影
響
を
及
ば
し
て
い
る
。
各
段

階
で
そ
の
危
険
因
子
を
ブ
ロ
ッ

ク
で
き
る
効
果
が
期
待
で
き

る
」メ
タ
ボ
の
人
は
血
中
の
老
廃

物
が
多
く
、
腎
臓
に
も
負
担
が

か
か
り
や
す
い
。
メ
タ
ボ
を
原

因
と
し
た
慢
性
腎
臓
病

（Ｃ
Ｋ

Ｄ
）
も
増
え
て
い
る
。

「Ａ
Ｒ

Ｂ
に
は
腎
臓
の
保
護
作
用
も
あ

る
。
腎
臓
病
は
心
筋
梗
塞
の
予

備
軍
と
の
考
え
方
も
広
ま
っ
て

お
り
、
腎
臓
保
護
作
用
に
よ
り

心
筋
梗
塞
を
菱
圧
さ
せ
に
く
く

す
る
働
き
が
あ
る
」
と
話
す
。

高
血
圧
は
初
期
の
場
合
、
自

覚
症
状
が
少
な
く
、
放
置
し
が

ち
だ
。
し
か
し
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
動
脈
を
硬
化
さ
せ

て
い
っ
て
し
ま
う
。
大
石
教
授

は

「ひ
と
た
び
動
脈
硬
化
に
な

る
と
、
元
の
状
態
に
戻
す
こ
と

は
ほ
ぼ
不
可
能
だ
。
動
脈
硬
化

に
移
行
す
る
ま
で
に
は
一
定
の

期
間
が
あ
る
。
高
血
圧
と
診
断

さ
れ
た
ら
、
早
め
に
専
門
医
に

相
談
す
べ
き
だ
」
と
呼
び
か
け

て
い
る
。

メ
タ
ボ
合
併
高
血
圧
放
置
で
発
症
の
危
険

前
任
地
の
大
阪
大
学
で
、
兵
庫
県

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
伊
丹
市
と
山

間
地
の
朝
来
市
で
健
康
診
断
の
結

果
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
朝
来
市

の
方
が
メ
タ
ボ
ゃ
糖
尿
病
の
患
者

数
が
多
い
と
の
結
果
が
出
て
い

る
。現
在
の
勤
務
地
で
あ
る
鹿
児
島

に
つ
い
て
は

「車
の
普
及
や
食
事

メ
ニ
ュ
ー
に
砂
糖
を
多
用
す
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
の
推
移

を
注
視
し
て
い
き
た
い
」
と
語

る
。一
方
、
塩
分
摂
取
が
多
い
と
さ

れ
る
東
北
地
方
に
つ
い
て

「昔
か

ら
高
血
圧
が
多
い
地
域
で
、
高
血

圧
の
専
門
家
か
ら
す
る
と
あ
り
得

な
い
ぐ
ら
い
の
塩
分
摂
取
量
の
地

域
も
存
在
す
る
」
。
さ
ら
に
東
京

や
大
阪
は

「ス
ト
レ
ス
に
よ
る
高

血
圧
患
者
が
多
い
」
と
し
て
い

る
。
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回数を減らす

工夫も

1日平均
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6グラム未満

撲滅運動キャンペーンに取り組んでいます

産経新聞社では全国紙で唯

一、「メタポ リックシンドロー

ム撲滅のためのキ ヤンペー

ン」に取り組んでいます。詳し

くは、メタボ リックシン ドロ

ーム撲滅委員会専用ホーム
vペ ー ジ(http://metabolic―
syndrollle.net)まで。

主催 メタボ リックシン ド
ローム撲滅委員会、産経新聞

社、フジテレビジョン、ニッぷ

ン放送、フジサンケイ ビジネ

スアイ

後援 厚生労働省、日本肥
満学会、日本動脈硬化学会、日

本高血圧学会、日本糖尿病学

会、日本循環器学会、日本腎臓

学会、日本心臓病学会、日本血

栓止血学会、日本歯科医学会、

日本歯周病学会、日本抗加齢

医学会、日本CT検診学会、日
本人間 ドック学会、日本総合

健診医学会、日本食物繊維学

会、日本肉分泌学会、日本プラ

イマリ・ケア連合学会、日本/1ヽ

児科学会、日本医師会、日本臨

床内科医会、日本歯科医師会、

日本栄養士会、日本薬剤師会、

健康・体力づくり事業財団、日

本健康運動指導士会、日本フ

ィッ トネス産業協会、日本生

活習慣病予防協会、全国保健

師長会、日本糖尿病財団、日本

心臓財団、日本製薬工業協会、

日本ウオーキング協会、日本

看護協会、健康保険組合連合

会、日本OTC医 薬品協会、日
本健康スボーツ連盟、健康 口

本21推進全国連絡協議会、国

立健康・栄養研究所、日本学校

保健会、全国学校栄養士協議

会、日本食生活協会、サンケイ

リビング新聞社、扶桑社

協力団体 高尿酸血症・メ
タボ リックシンドロームリサ

ーチフォーラム

メタボ リックシンドローム

撲滅委員会 委員長 松澤佑
次・住友病院院長 (日本月巴満学

会前理事長 )◇委員 門脇孝。
東京大学大学院教授 (日 本糖

尿病学会理事長 )、 島本和明・

札幌医科大学学長 (日 本高血

圧学会元理事長 )、北徹・神戸

市立医療センター中央市民病

院院長 (日 本動脈硬化学会理

事長 )、齋 lfち〔康・千葉大学学長、

渡邊昌・生命科学振興会理事

長、中尾―不日・京都大学大学院

教授 (日本肥満学会理事長 )

ボサルタン :大石充先生記事JMIC




